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　榔学校比肴・ぐのを嫌がるとC汚翻まないが1 レ学校に

行ぐと☆給食を中心どじて嘔吐が始まめダ1とれが段たひ

、どぐ寮り1し・脱水状態になりガト危険なゐで入陵といぢ事に

な・り，；5結局学校を休むポ幾日疹の久院治療でま』く・なり，き

学校に行くと，r 再発する乙　諜’ 知跡 ∫浴　

旗働」禰海用臥3月をま風疹のあど徊忽
．月は2向，＝5月ほ＄回詫6月ほ②回。・じかも 6月の2回

　目ば｝「1』r又病気演起ごる 1と，∫嫌だがむ家には帰ぢず｝陥ず

　らと病院にいる」と言らて帰rりたがらなくなる57㌧♂

　こ．こで愛育病院の方から，次のような見解で心理治擦

一に廻ざれt来たぎ☆1， l　l ご ∫1シ∴い一、

　病院の診断はアセ下ソ血性嘔吐症：1（頻繁発作）謡・・詠

・1 経過i玉51年 2月初よ り頻繁の嘔吐∫〕元気なく』ぐちたり

”する状懇ジ丘入院して点滴療法にズ約←週間で治癒し声別

人のよ麺なる・黒穏汐r』1ひr下』・』二△1》』留

・緒め嫡なアモニ極血性嘔吐の状態が肌回の齢で

、麟潔讐響騨乎餐轡警
静前回入院・／ぐ5月1工日肖17「日）（も同様の痒状播同様の経

1摩あったが・学榔出ると疲賜レY断えていたた

』や・退院働樋畔榛を休ませ規畷藩鱒自宅
・痙全く普通鱒生活して転・た轟ラである。！．5即4日匝1，籾め

て学榔樋わ髄が昼よ、り嚇気嘔雌認め，ゆ回の

　入院となった。　　 　』：1。、i．へ
ほ， ン1： ぐオ・　警、

　1病院の担当医ぱ，1ζの頻繁憐のアセト．と性卑性嘔吐の

原困と々て△こ；』lrl♪，、｝〆：　，l　F』
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暑野騨鯉懲騨』曾）11轡轡一
　（1）に関しては脳波， 》くム季 電解質等検査むせ5・現在

一のととろ病変はみあたらな野力1尚検査中。　　 飯馨

奴2），三・③巨こ・う襲（ほ，ジ孝校にも，家庭環境比も商趨那あ

鎌篠講望籍響轡漁鯉t・
　最近の病気め状聾ぞ隊事害ヂ6・月11自に入院1し・6月

蜘腿院逸嶋遜卿勧3晒は点滞そのあ
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・餓6脚昨廟聯そうになり（購嚇駆鰍

候であ多）ド液吐ぎ1喚碑舛づ‘ナなくな㍍6脳
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既元気に濠り」週間で退院，帰宅して7日一10日で入

院のくり返しである？ しがも最近は，家より病院の方が

よいとい瞬退院 し嫡肱くなづた一縮院で瞳とす
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　出世状況や発育歴に問題はなく，ごく普通の出産で，

出生時体重は3，255gで発育も順調である。

　主訴
　　　　　　　　　　　　　　，ト　この泰例は，病院から，心理的な原因が関係し七し・る

のではないかと我々の方に廻って来たので，親として特

別に訴えたい礁はなかった。嘔吐が姶ま蕩撃6濤禦積オll：

特に給食の場面であった。本児は一般に食礁に執着のあ

る子（所謂くいたがり屋）で，何時も沢山たべたがる。

本児が給傘のときかまずに璽み込を雫β杯苑かわりをし

たので，先生から「大丈夫，自家中毒になるわよ」と注意

をうけた。・その晩自家承毒匿なったと母親は言う。又牛

乳をたてつづけに2本のみ「冷たい牛乳そんなにのむと

お腹こわすよ」と先生に言われ，その日も自家中毒にな

ったと母親は言う。これが自家中毒の原因である喬どう

かは・まだはっきりしないが・本児のrくいた卿副．．

は韻障害のあることを嚇しやる9、又獅1蝉脚ご
行きたが らないとか，登校を拒否ずるとし逢強景・徴候は

なかったが，嘔吐が学校の癖件を契機として起こり易
く， 又あ とで説明するが， 学棟に行かな、奮くよ矯という

と，非常に元気になるなどを考えると或は学校恐怖症り

r？の形態≧考慕られるかも知れ蓼い。1コ・、．、

　面接

，子ゼ、もと母輝≧面探してr番衆効；印象づけられた事

はゼ 2．人の讃があまり犀一致しなし、・瑛であ多¢特に家族

についての認知が全然異っ 頂いるの琴驚か畜れた6三

、1，，本児負先生？∫家人，．家族に関誇蚤露知盛、ζ』、
、

本児にょ為とri，彼の周瞬の人｝よ，，まさに理想的人物ば

か・りであるδ破力1本当にそのよう瞬認知斐蔭少・1る．の か

（無意識に認知を歪めて吟るとして直）：或蛙，，彼の本当

の認知を籍らず，）何等かの理由で嘘をっヤ）薫いるのか，

明らかでないが， 』彼をとりま1く人々はと頓角涙の出る程

理想的な人々ばかりである。ン、「二1、1：マ、写．、シ入1、1

　先生はやさむい先生です51こわい時は本当にこわいけ

れど5灘・・1・ぼン．1二：・ド』・、 r、、・r｛二鶉；1；、

』、
校は面自いる 』，
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友人とは縄とびやボ白ル投げなぎしズ遊びます6トペ

　父はやさしい時もこわい時適あるけどヂ．先生と同じみ

たい◇お兄さんと僕をかわいがる。

　母は怒るときはあんまりないけれ』どド、や．さ1しい時もあ

んまりありません。　　　　　　∵∫ レ：誤

　兄は僕と喧嘩するとき自分（兄》がらがかちて来ズ喧

嘩になります。叱られるのはお兄さん，ヒ：僕む叱か，られる

事もありますぷお兄さん，・やさ ・しレ～とンころ．もあります。

・祖母は僕等淋喧嘩し之いる乏者 に1くお兄ち燕んの方を

叱って僕は叱られなくて，叱られる事竃あるけ耽ど1もお

．些

し　

　兄さんは何回も叱られる。

　2，　母親の話　　　　　　　　　　　　需』 ∵「 ～r を．．

　母釈の話は子どもの話と非常に達っているところが多
　い。毎親と祖母とφ爾係はあまりよくない。日常の生活

響琳父哩入でまかなわれている力弍譲職（例え
』ば葺ゑ子φ入院費等）は祖母の負担になる。しかも，父

　はこの祖母に2歳から養育されているという事もあり，

　両親ともこの祖母に頭があがらない。母親はこれを非常

　に不満に思っている。

　本児に聞くと，祖母は，自分らが喧嘩したときに，主

　として叱られるのは兄だといっているが，母親による

　と・祖母は兄を偏愛し，兄が父に叱かられると，必ず祖

母がかぱう。ゴ2人共に欲しがる物も武兄だけに買い与え

， 、凍の時は，本児といい乍らまた兄に与えたりする。お

．斯林きいからと肛大きい方を与える・母魍母が

兄を偏愛することに非常な不満をもっている。

　r本児は母親に「何故お母さんは，おぱあちゃんとお父

　さんの言うことをきくのか」 と不満をもらした事もあ

る。本人は祖母，兄に対してプヤッ．：とぷく薙うだ嫉頂，

不満を我慢して偲の顔をみてレ播養母緻‡報告する側、＝

・r・ 児捻非常隆負けず嫌ヤ・である炉，． 呆下方参ま亭すう

性格である。よ、い子にならねばと思づて矯うよラ・で喬

る6：祖母は行儀が大変にきびしレ｝の庵；．本児鉢晃ζは堕

合って祖母に挨拶をする。　、＿』、、、1』　，＝「、ン ごミ’llな．i紛

　1 負けず嫌いで顕示欲求もっよく，γ勝負容は，』自分が勝

っまでは止めない。又ずるをしてでも勝ζうとするず輿

は敗ける那がわかづてくる と， 次から 嫉洗レ・二ぐや敷な

いg負けたときは言い訳をしヂ又相手犀難ぐ．せ』、を、ρけ

多びi’！1 　 r『 　 ジ 』冠1’ 1』 一鷺…一π

　母親は盛に祖母の偏愛をとくが，本児に聞ズと，r祖母

が一番好きでデ次は母，㌧父，兄の順序といiう、6
、。 ．、

　・祖母は，兄の方を気に入づており託母親は本児の方を

気に入っズおり，子どもを中にrして視母と母とがilンはり

合っているというのが蛮実なのかも知れなレ㌔．！』

　』祖母と父は．、本児が5、やたらに食べるので農瑛毎に肥

満児になるがらと食礁制限をしたワ1Σ1曝まずに食べう

な，等と口うるさく言っている。これなどは嘔吐に対す

る一つの刺戟 （引きがね〉の作用を1じている1瓜も知れ

ぬゲ　　 1　』〆：　 　1：1ン’ 営、
』．《て1い媒ど

　知能検査（鈴木ビネー）ゐ結果’、』一．．

一』 ．Al 1』

歳9か月1 瓢』AJ・8歳・6か月；・・f．窺♪r．110

　もづとよ一く出来るかも知れな那が1 少な二ぐとも評知的

には問題のない礁が明らかである。　　　’二ヤ1』・く活入

　・テス・ト中め態度はド落藩いてテストを受ほぐい二るが，

自僧がないと答えないし，固くなり，緊張してギ・る』：Ll1
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i々画面叙述然多鷲戸あまり自已を撰躬氾ない訴これほ自

琶防衛的で湯る芝言えるがも知れぬる嘉X・’ニレヅき・ン｝宿爽

づ登場大物は家澱ま1願も友入淋多 之詩兄が全然現れな恥

のほ特徴的である61・』しが旭彼の六｝ 》乳ナリ テ橡はC．A、

Tに明確に出ているとは言えない。込漁1＝1・㌧ゴ［1 壕2：湛奇　ぴ

　以上のよう塗結果から，本児ほ，強ヤ・欲求不満をむろ

宅郭るど考えぢれるド欲求不溝の現れが∫彰食恥たがりで

あり，強い敗けずぎら恥であるδ∫・rシ』1』 ）・∫、i．一：f）づ1担ζ獣

）筋域誘禧醗醸現ず都と麟幽姫の
迩〆強で押圧 じそレ、る∈、本児の輩薗は丁無参鵬紅小斉な

樹齢猫麗弱都る智とれ雛の一麺表現
砺る乙罐の心的㌶蝉輩クスの適当な解決がな紛
で読心身庫的な解決の方濠を零ろだの寿峠ないが1と考え

られる。しかも一度嘔吐が妙まると， ζむの娚待不安が

、高齢嬬謙が又縦の引獣ね融て働収レきる…

、しがし結局入院じil．完全に受容ざれ評外か らの圧迫から1
逃れお泰輝串来る1葛，心身症は治るという諮菊高ズ零を

如返廉蝸堺拠る岬軒’凱♂メ弼効ヲ呪
　処置 ．｝　『　

『．、、 　 　　　 添ぐ

　益先ず本児に心理治療を施じマ，㌧「情動の歪みを解摯1じよ

危と’レて1博ラ週ナ回治療を開始した蘇又家肇が非常に複

』輝の輝母騨ぬ螂剛躍を与泓礁2〔回）講
纏卸嫁庭砿醐係を騨し糟と・した訟齢
灘躰雌当瓜囎のカウシセリ1ソグ燃醐軽 1
1たら・た。　　り1汽計さ慧蔚かFl花巨〔1∫・〆・一1眠シて∫ 島て・．ン

「脚　』：就一齢瀞蛾吋ゼ ヒ・ 管
　本児は7即日から始まり・10厚27日・治療完鴛で

”15回（1週1回，約1時間）　（夏休中は2回休み）の治

嘩牽けた掬で・ 母親はその半数伽ヴ準リソグを

難たことになる・

　カウンセリソグが始まってまもなくから，（勿論初め

の頃の心理治療は入院のままである。〉家族関係に若干

。
の変化が見え始めた。

　』母の言葉にょれば， 祖母は， 子どもの再三の入院で，

』』し麺騨か？は家期係にあると知って・この奪

㌧』いタ咳蝉っており・口うるさく言わないようにし

乳商も又昇だけの騒榊めるようセこしてい ると言
1ンうφ

』r は母の話を聞き，自分も資任を感じ，本人が家族間
＝ド

不利な立場になると，手助けをしてやっ たり，今まで

、は遷動開な遊びは全然してやらなか？たが，それ以来自

、

騨・キ轡チボールなど一生懸命昏こ相手になってやつ

、ている。

本i望

　・祖母老母砂関係も大分改善され宅辛漣試本児め病気が

2穴の共遅め悩みとなづだ先め許1か天め間に協力開係が

出来輝就来齢ビ…塞瞭』ン通ぐ｝暗船」引
享第2向の治療が終ちた頃がぢヂ本児にいくち演の変化

ボ現れ殆あ葦詑先ず退院電た事である読それま述は身病

気が醗弊ど麟鯵病嘩にず1后と続い乏宮ら即

たゐに先週の木曜臼に急に家に帰’りた廓≧泊分艶先生に

齢て途脚聴院嘔 ヌ玉‘チンJ純齢

　家睡雁5でがちほ卑肇乱暴な言葉を使ちよllう＝に1な1つ

た乙凌まえ昌じねえガ醸ムといらた調子5・・母にも兄嬬

言う。兄は弟殖あんな言葉を使わせて」きいがど母に訴え

るといづ観）’二齢1く～二’1＼一ヲ監：諭尉…滞ご：洋：建・

弓又家の1中賄1も弐変あぱれる 串うになら雌よ鉱、＝ 1多礁

　祖母はジこゆな乱暴な瑛を許しておくと今に本当の不

良になり・まずよ翠嫌がるネ塗ミ又ナ方子どもが少㌻煮ちセ・

あぼれ冬も病気ざれるよ，ウほ寮しだ爆前程怒τら》な、惹な

る5r 』 ・郵艶昏．し脱宮￥舗㌦掃」’…ド

季本児ほ文鈴擦中庵蹄家奉恋も始あほ薗周紙め端皆小さ

釜難雛瓢、騨懸欝磐響
湘母麹瞳帥初脚こ加でい痴稀険
い，風通しが少しよくなった。 　　　　　　　♂ζ

嘩ラ醜ゆ犀緯麺研き廊他の伽聯ム

瀞鱒即聯聯生僻来る讐ひ
輝喩、嬉嘩鱒齢騨駐」1二丼無…＼一．燈』

潭枝破純峰満榔行収お1りダ沙瞬げ融

膿編鑓繋』1・喫窄鰐騨
　祖母ば，もう争ども1は手におえないと手を引いた形に

なり，・今迄に数かマ商藩であるが旅行も親子4人で出来：

るよぢにならた。 二r」 　r　’

　母の報告によ畜と，珠のタうな事が起こρた。宜

　数日前母方の祖母の家に（バスや電車に乗って1時間

ぐらい離批処）林嘩寧行く揺うので一尽や∫
ってみた・ （この家で発病鯵韓碑して・野球鑓
．具をここにあづけてあり∫これ1をと二り亭；行くのが箏7目f

的）。祖母との連絡がわるく，狙母は本児が午後から来ご

ると思い買物咄簡た・・本児醐母の騨恥批ぎ
は誰もいない。本児は戸をガタガタとゆすやて開け’畢

人の家に入り・家に電話糞かけて辛鳶。「祖母の箏琴着、

いたが誰もいないが大丈夫，私が留守番をしているから％＝

難憲轡魏即あ伽物lllで1

轟騰翻雛驚灘黛獣
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　先ず全体に元気になって来たことが目立つ。しかし，

嘔吐に対する期待不安は全然なくなったとは言えない。

しかし今までとちがって予防的に自分の食欲を管理する

ことが出来るようになっている。たべすぎ塗いように努

力し，又病気になるといけないから， これは明日にする

という調子である。一体重は20Kから23．4Kに増加し，よ

くたべるので，まもなく病気前の25Kに回復しそうだと

母は観測している。

　父親と海水浴にゆき，浮袋をつけてであるが父親と一

緒に岸からずっと離れたヨットのところまで泳いで行っ

た。不安はない6

　体重も退院の時は20Kであったが今はで24，4K，すぐ

25Kになると思う，よくたべるから、と母親は言ってい

る。

一方少し前から漢法の医者にもかかっていて，何か薬

を飲んでおり，質いものは禁止されているるそれでおや

つは専ら，せんべいぱかりたべている。

　その他最近の進歩をあげれば，絵も大きな絵を描くよ

うになり，友人と喧嘩も出来るよう、になっている。

　併し尚消極的なところもあり，友人演誘いに来ても，

まだ遠出は出来ず，自分の家か，その近くで遊んでい

る。

　本児が段々元気になり，特別に配慮されているのを知

ると今度は兄の方がお母さんは弟ばかり可愛がると嫉妬

をやき始めた。それで兄は昆虫などの蒐集が好きなの

で，この方に必要なものを与えて，不満を補償するよう

努力しているという。

　9月1日から学校が始まった。1日は勿論母親と一緒

でないと学校には行けないので・母親と一緒1こ学校に行

った。一週間は母親がついて行った。初めの日は一日中

教室についていた。それから段々と一緒に教室にいる時

間を減らし，国語など不得手な授業時間だけ一緒にい

た。．一週問ぐらいたづと，本児の方から帰れというの

で，付添を止めた。

　給食も心配したが2学期から何の抵抗もなくた尽てい

る。

　大分元気になって来たので，そろそろ治療を終結する

用意をしてもよいのでないかと考え始めた。

　又治療を始めて一月程は，病院の先生方に会いにゆく

ことに抵抗があり，元気になった姿を見せて来なさいと

いっても，もう少したってからと言っていた。しかし，

9月に入ると，先生のところに報告にゆき，病院の先生

や看護婦さんと会うのもたのしみになり抵抗がなくなっ

た。

　9月の終りになると，本児は非常に元気になった。10

月3日に運動会があり，競走に出て一等をとった。友人

と喧嘩もする。よく眠りよくたべ，嘔吐に対する期待不

安は全然ない。目方も5Kも増えて，殆ど心配はなくな

った。

　10月13日のカウンセリ ングの日の母親の報 告に、よる

と，遊びに行く範囲も広くなり，おぞくまで遊んで来

る。兄の方が少しやきもち気味である。もう治療は終結

にしてもよいが本児が治療をよろこび， 治療者に会うこ

とを非常に楽しみにしているので，終結の準備に2回の

セクションを用い，10月27日で終結とした◇

　その後もずっと元気で生活をしている。
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